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広報もとみや　平成21年1月

　

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

は
、
世
界
市
場
に
影
響
を
与

え
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

混
乱
と
不
安
を
招
い
て
い
ま

す
。
ま
た
一
昨
年
か
ら
の
原
油

価
格
高
騰
に
伴
う
原
材
料
費
の

値
上
が
り
な
ど
で
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
経
済
環
境
は
悪
化
し

て
い
ま
す
。
重
ね
て
景
気
後
退

に
よ
る
影
響
に
よ
り
、
暮
ら
し

の
安
心
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

日
本
経
済
は
「
全
治
３
年
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
政
府
は
内

需
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
と
安

心
実
現
の
た
め
、
様
々
な
対
策

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
地
域
活
性
化
の

た
め
の
交
付
金
が
、
全
国
の
市

町
村
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
か
ね

て
よ
り
検
討
し
て
お
り
ま
し
た

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⑹

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

「
小
学
生
医
療
費
の
無
料
化
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

小
学
生
の
医
療
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら

入
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
を

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本

年
１
月
診
療
分
か
ら
は
通
院
を

含
め
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分

全
額
を
市
が
負
担
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
交
付
金
事
業
で

は
、
心
臓
麻
痺
に
よ
り
倒
れ
た

人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

心
臓
救
命
装
置
「
自
動
体
外
式

除
細
動
器
」（
通
称
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
設
置
箇
所
を
増
や
す
こ
と
と

し
、
教
育
施
設
等
へ
の
設
置
拡

大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
交
付
金
事
業
は
、
平

成
20
年
度
限
り
で
す
が
、
子
育

て
支
援
の
充
実
に
よ
り
、「
安

心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら

れ
る
ま
ち
」
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、「
小
学
生
医
療
費
の
無

料
化
」
は
、
平
成
21
年
度
以
降

も
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

■
ご
長
寿

　
　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

12
月
２
日
に
遠
藤
ユ
キ
ノ
さ
ん

（
白
岩
字
馬
場
）
が
百
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

賀
寿
の
お
祝
い
は
自
宅
で
行
わ

れ
、
中
野
副
市
長
は
じ
め
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
、
祝
状
や
祝
金
、
花

束
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
遠
藤

さ
ん
は
、
視
力
や
聴
力
等
日
常
生

活
に
支
障
も
な
く
、
手
芸
な
ど
を

し
な
が
ら
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
規
則
正
し
い

食
事
と
手
先
を
動
か
す
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

■
福
島
県
菊
花
品
評
大
会
で

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

　

～
５
年
連
続
の
快
挙
～

　

福
島
県
菊
花
品
評
大
会
の
表
彰
式
は
、
11
月
24
日
に
二
本
松

市
の
菊
人
形
会
場
で
行
わ
れ
、
個
人
の
部
で
は
本
宮
菊
友
会
の

穀
野
只
信
さ
ん
（
本
宮
字
栄
田
）
が
３
年
連
続
４
度
目
と
な
る

最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
、
本
宮
菊
友
会
と
し
て
は

５
年
連
続
の
受
賞
と
い
う
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
さ

ん
の
節
子
さ
ん
は
農
林
水
産
大
臣
賞
、
作
田
裕
さ
ん
（
本
宮
字

兼
谷
平
）
は
文
部
科
学
大
臣
賞
、
菊
友
会
会
長
の
野
内
勝
典
さ

ん
（
本
宮
字
中
條
）
は
国
土
交
通
大
臣
賞
、
斎
藤
満
さ
ん
（
本

宮
字
堀
切
）
は
二
本
松
観
光
協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
団
体
の
部
で
は
、
３
年
連
続
４
度
目
と
な
る
団
体

優
等
賞
を
獲
得
。
本
宮
菊
友
会
の
技
術
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

11月28日、佐藤市長に受賞報告をする穀野さん（前列左）、
野内会長（前列右）と菊友会の皆さん

　

本
宮
字
千
代
田
地
内
で
（
仮

称
）
複
合
施
設
の
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

１
階
に
は
健
康
増
進
広
場
や
子

供
の
広
場
、
多
世
代
交
流
機
能
を

配
置
し
ま
し
た
。
２
階
に
は
事
務

室
や
会
議
室
、
調
理
実
習
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
総
合
健
診
や
乳
幼

児
の
各
種
検
診
は
も
ち
ろ
ん
、
健

康
講
話
や
福
祉
関
連
の
研
修
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
子
供
た
ち
が
自

由
に
遊
べ
る
広
場
と
し
て
子
育
て

サ
ロ
ン
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
子

育
て
支
援
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に

高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
多

世
代
と
交
流
し
た
り
、
仲
間
の
皆

さ
ん
と
の
語
ら
い
が
で
き
る
憩
い

の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
☎
内
線
１
１
８
）

■
（
仮
称
）
複
合
施
設
建
設
始
ま
る
！

　

12
月
21
日
に
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
「
ふ
く
し
ま
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ア
２
０
０
８
」

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
で
本
宮
第

二
中
学
校
生
徒
会
が
「
う
つ
く
し

ま
、
ふ
く
し
ま
。
環
境
顕
彰
」
を
受

賞
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
生

徒
会
は
、
Ｊ
Ｒ
五
百
川
駅
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
30
年
以
上

に
わ
た
り
県
道
本
宮
・
熱
海
線
沿

い
の
花
壇
整
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
受
賞
し
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
に
は
生
徒
会
長
の
宍
戸

■
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
環
境
顕
彰

　
　

本
宮
第
二
中
学
校
生
徒
会
が
受
賞

　

12
月
10
日
に
矢
吹
キ
ミ
さ
ん
（
荒

井
字
新
介
）
が
佐
久
間
教
育
長
を

訪
ね
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
主

催
の
「
第
43
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
障
害
福
祉

賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を

報
告
し
、
入
賞
し
た
作
品
集
７
冊
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
吹
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
く
こ
と
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
認
知
症
の
方
と
の
体
験
を
生

き
生
き
と
書
き
つ
づ
り
、「
認
知
症

を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
書
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
主
催
「
第
43
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
障
害
福
祉
賞
」

　
　

矢
吹
キ
ミ
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞

怜
さ
ん
、
副
会
長
の
矢
吹
直
哉
さ

ん
と
斎
藤
良
一
校
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
作
品
集
は
市
内
３

つ
の
中
学
校
と
、
中
央
公
民
館
の
図

書
室
に
置
か
れ
ま
し
た
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

昨年６月に五百川駅前の花壇に花の植付
けを行った時の様子。

佐久間教育長に受賞の報告をする矢吹さん

■　自主防災組織等育成のため 映像機器を整備
　安達地方広域行政組合消防本部では、財団法人日本消防協会の「平
成20年度民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進事業」の助成を
受け、DVDレコーダーと液晶プロジェクター各一式（56万円相当）
を整備しました。
　この事業は、宝くじ受託事業収入を財源とする宝くじの助成金で
整備したもので、今後女性防火クラブ（女性消防協力隊）や自主防
災組織の育成強化をはじめ、防火広報などに有効に活用されます。
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